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一　般　質　問
議員は「住民に代わって」村の行政全般に対して、事務の執行状況や将来の方針、

計画あるいは疑問点などについて所信や疑問をただすことができます。

村
長
の
重
点
施
策
と

し
て
「
観
光
事
業
を

観
光
業
者
・
地
域
住
民
・

行
政
・
地
域
金
融
機
関
の

四
輪
駆
動
で
育
成
し
、
発

展
さ
せ
る
。
」
と
あ
る
が

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
さ

せ
る
の
か
？

観
光
産
業
は
地
域
経

済
全
体
へ
の
波
及
効

果
は
大
き
い
と
思
う
。
地

域
に
お
け
る
観
光
業
の
成

功
要
因
は
四
つ
の
車
輪
が

き
ち
ん
と
回
る
こ
と
で
あ

る
と
思
う
。

「
農
業
・
漁
業
を
活

性
化
す
る
」
と
あ
る

が
ど
の
よ
う
に
活
性
化
さ

せ
る
の
か
伺
う
。

農
業
・
漁
業
の
振
興

は
ま
ず
農
業
・
漁
業

の
各
関
係
者
と
対
話
し
、

　

こ
れ
は
４
月
26
日
、
住
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

富
洋
会
に
よ
る
「
村
民
慰
安
の
夕
べ
」
の
た
め
の
練
習

風
景
。
横
田
さ
ん
が
主
催
す
る
会
は
活
動
歴
が
長
く
会

員
は
十
数
名
で
幼
児
か
ら
七
十
代
ま
で
幅
広
い
年
代
層

と
な
っ
て
い
る
。

　

横
田
さ
ん
は
新
島
・
式
根
島
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民

謡
の
踊
り
の
伝
承
・
保
存
に
努
め
て
い
て
大
漁
節
、
イ
ッ

チ
ャ
節
な
ど
沢
山
現
存
し
て
い
る
。

　

こ
の
日
は
故
青
沼
新
子
さ
ん
の
吹
き
込
ん
だ
歌
を
メ

イ
ン
に
熱
心
に
踊
り
を
合
わ
せ
て
い
た
。
会
員
の
み
な

さ
ん
は
忙
し
い
人
が
多
く
中
々
、
一
堂
に
会
す
る
機
会

が
な
い
よ
う
だ
。

表 

紙 

は 

語 

る　

産
業
の
振
興
に
つ
い
て

宇
山
誠
二
議
員
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て
行
き
た
い
。

施
政
方
針
の
行
政

と
住
民
と
の
意
見

交
換
の
場
と
は
住
民
集
会

を
開
く
、
と
理
解
し
て
よ

い
か
？
で
あ
る
な
ら
現
時

24
年
度
に
「
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」

の
被
害
想
定
の
発
表
が
あ

り
新
島
で
は
30
ｍ
を
超
え

る
津
波
が
13
分
間
で
来
襲

す
る
と
予
測
さ
れ
、
孤
立

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
霞
山
の
高
台
に
、
数

日
間
待
機
で
き
る
避
難
施

設
が
早
急
に
必
要
と
思
う

が
、
い
か
が
？

26
年
度
に
防
災
計

画
の
見
直
し
を
行

う
。
東
京
都
発
表
の
津
波

浸
水
予
測
で
、
そ
の
大
部

分
が
浸
水
域
に
入
る
こ
と

か
ら
、
霞
山
の
避
難
施
設

が
必
要
な
こ
と
は
十
分
承

知
し
て
い
る
。
事
業
計
画

作
成
に
あ
た
り
、
「
霞
山

避
難
施
設
」
の
優
先
度
は

高
い
の
で
、
し
ば
ら
く
の

間
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要

か
見
極
め
た
い
。

下
水
道
事
業
に
お
け
る

現
在
の
接
続
率
の
状
況

と
今
後
の
向
上
対
策
に

つ
い
て本

村
、
若
郷
地
区
ど

の
世
帯
で
も
大
変

な
思
い
を
し
て
下
水
道
取

り
つ
け
工
事
の
未
接
続
世

帯
の
中
で
も
、
国
民
年
金

の
み
の
世
帯
、
低
所
得
者

の
世
帯
の
方
々
に
は
そ
の

負
担
は
不
可
能
に
近
い
と

思
い
ま
す
。
接
続
率
の
向

上
に
つ
い
て
早
急
に
検
討

し
、
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
い
か
が
？

接
続
率
の
向
上
は
、

接
続
促
進
の
再
通
知

等
の
啓
蒙
、
ま
た
各
家
庭

の
基
々
の
事
情
が
あ
り
、

接
続
し
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
の
で
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
で
状
況
を
把
握
し
、
今

後
の
向
上
に
繋
げ
た
い
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

新
島
村
の
社
会
の

現
状
を
ど
の
よ
う

に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
？

村
は
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
が
進
み
、

10
代
か
ら
20
代
の
若
者
層

が
激
減
し
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
し
た

ら
よ
い
と
考
え
る

か
？

観
光
業
を
可
能
な

限
り
四
輪
駆
動
（
観

光
業
者
・
地
域
住
民
・
行
政
・

地
域
金
融
機
関
）
で
進
め

村
を
ど
の
よ
う
に
元
気

に
し
て
い
く
の
か
？

住
民
集
会
は
い
つ
開
か

れ
る
の
か
？

山
本
均
議
員
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げ
を
実
施
し
た
。
先
の
補

正
予
算
後
に
各
条
例
改
正

に
て
、
村
の
消
費
税
に
つ

い
て
示
さ
れ
来
年
10
月
に

は
10
％
の
消
費
税
と
な
る

事
も
示
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
れ
か
ら
の
公
共
事
業
に

か
か
わ
る
影
響
を
明
ら
か

に
し
、
村
は
、
５
％
か
ら

８
％
の
消
費
税
が
か
か
わ

る
歳
入
項
目
と
影
響
額
を

明
ら
か
に
し
、
村
民
へ
の

消
費
税
負
担
の
軽
減
を
は

か
る
よ
う
求
め
る
。

地
域
住
民
と
職
員
と

共
に
、
又
、
各
産
業

の
皆
様
と
対
話
、
相
互
理

解
を
深
め
て
方
向
性
を
共

有
し
て
い
く
。

　

連
絡
船
、
下
水
道
、
水

道
等
は
、
若
干
の
負
担
を

お
願
い
す
る
。
温
泉
、
勤

福
会
館
は
８
％
段
階
で
は

据
置
き
と
す
る
。

　

４
月
か
ら
の
地
方
消
費

税
は
従
来
の
１
％
か
ら

１
．
７
％
に
引
き
上
げ
に

な
り
、
歳
入
一
千
万
円
増

と
見
込
ん
で
い
る
。
税
率

変
更
に
よ
り
増
額
す
る
、

七
百
六
十
万
円
は
、
住
民

福
祉
の
為
に
使
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
生

活
は
厳
し
く
な
る
が
、
一

定
の
転
嫁
は
や
む
を
え
な

い
と
考
え
る
。
大
極
に
立

ち
住
民
生
活
を
守
る
た

め
、
取
り
組
ん
で
行
く
。

昨
年
、
新
小
澤
村

長
に
変
り
村
民
は
、

こ
れ
か
ら
の
村
政
に
対
し

て
、
期
待
と
不
安
を
抱
き

な
が
ら
見
守
っ
て
い
る
。

安
倍
内
閣
は
、
４
月
に
消

費
税
８
％
を
実
施
し
、
介

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
費
の
改
正
に
よ
り
国

民
に
負
担
と
サ
ー
ビ
ス
削

減
等
、
保
険
料
の
引
き
上

当
者
が
い
な
く
て
も
別
の

職
員
が
受
答
え
し
て
説
明

で
き
る
よ
う
資
質
の
向
上

を
図
る
。

　

３
月
中
に
職
員
と
個
別

面
談
を
実
施
し
、
仕
事
に

対
す
る
考
え
方
や
人
事
評

価
規
定
の
目
標
な
ど
を
聞

き
、
そ
の
考
え
方
を
理
解

し
、
私
の
基
本
姿
勢
も
話

し
職
員
に
理
解
し
て
も
ら

う
よ
う
に
す
る
。 

青
沼
進
二
議
員

村
長
の
基
本
姿
勢
と
消
費

税
に
つ
い
て

村
長
の
施
策
実
現

の
た
め
に
組
織
を

ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い

く
の
か
？
職
員
の
意
識
改

革
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
？

職
員
の
育
成
は
笑

顔
・
親
切
・
心
を
こ

め
て
接
客
で
き
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い
く
。
ま
た
担

点
で
の
予
定
を
具
体
的
に

教
示
願
い
た
い
。

４
月
に
入
り
各
町

会
毎
に
不
特
定
多

数
の
皆
様
に
集
ま
っ
て
頂

き
、
各
課
長
も
出
席
さ
せ

て
村
政
へ
の
基
本
的
姿
勢

を
お
話
し
す
る
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
提

案
や
要
望
等
を
お
聞
き

し
、
即
答
で
き
る
こ
と
は

し
、
検
討
が
必
要
な
事
項

は
後
日
回
答
す
る
。

役
場
の
組
織
や
職
員
の

変
革
は
？
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厚
生
労
働
省
は
27
年

度
以
降
要
支
援
１
と

２
を
介
護
保
険
か
ら
の
ぞ

き
、
市
町
村
事
業
に
き
り

か
え
る
。
こ
れ
ら
の
対
象

人
数
を
明
ら
か
に
し
、
村

民
の
福
祉
施
策
の
充
実
を

求
め
る
が
、
い
か
が
？

平
成
27
年
度
以
降

の
介
護
保
険
で
は
、

変
更
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

要
支
援
１
と
２
の
対
象

者
は
、
現
在
、
17
人
い
る
。

要
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、
平

成
27
年
度
以
降
、
村
の
地

域
支
援
事
業
と
し
て
予
定

さ
れ
て
い
る
。

職
員
の
意
識
改
革

を
、
ど
の
よ
う
に
し

て
行
う
つ
も
り
か
？

職
員
の
育
成
に
つ

い
て
は
、
笑
顔
・
親

切
・
心
を
こ
め
て
接
客
で

き
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

く
と
共
に
、
引
続
き
必
要

な
知
識
・
技
術
・
態
度
を

身
に
着
け
る
た
め
に
、
職

員
研
修
所
を
は
じ
め
と
し

た
研
修
を
積
極
的
に
参
加

し
て
い
き
ま
す
。

評
価
さ
れ
る
職
員

よ
り
評
価
す
る
職

員
が
、
同
じ
よ
う
に
こ
の

制
度
を
理
解
し
て
、
高
度

な
知
識
で
公
平
に
評
価
で

き
て
い
る
か
。

第
１
次
評
価
者
が

担
当
管
理
職
、
調

整
者
が
総
務
課
長
、
最
終

評
価
者
が
副
村
長
と
な
っ

て
い
る
。
被
評
価
者
に
対

し
、
管
理
職
員
は
高
い
意

思
伝
達
能
力
と
迅
速
な
判

断
力
、
決
断
力
が
必
要
と

な
る
。

新
島
村
の
後
期
高

齢
者
制
度
を
利
用

す
る
方
の
生
活
は
年
々
厳

し
く
な
っ
て
い
る
。
村
長

は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

新
島
村
を
公
約
し
て
い

る
。
所
見
を
伺
う
。

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
は
、
保
険
料
収

入
だ
け
で
は
成
り
立
た
な

く
、
区
市
町
村
が
二
百
億

の
一
般
財
源
を
投
入
し
維

持
し
て
い
る
。

 
「
日
本
一
健
康
な
村
」
に

な
る
よ
う
、
第
二
期
介
護

予
防
リ
ー
ダ
の
育
成
を
行

い
、
医
療
費
の
増
大
を
防

ぐ
た
め
取
り
組
む
。
保
険

料
は
賦
課
限
度
額
の
引
き

上
げ
及
び
保
険
軽
減
対
象

者
の
拡
大
に
伴
い
、
２
人

世
帯
で
２
万
円
弱
の
軽
減

と
な
る
。

年
度
中
を
目
途
に
、
防
災

関
連
計
画
を
作
成
す
る

中
、
庁
舎
の
移
転
計
画
も

盛
り
込
む
。 

安
全
な
防
災
対
策
に
つ

い
て

他
県
に
お
い
て
は

各
小
中
学
校
に
各

自
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
新

島
村
も
小
中
学
校
だ
け
で

な
く
、
お
年
よ
り
や
移
動

が
困
難
な
方
々
に
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
整
備
し
た

ら
い
か
が
か
。
庁
舎
に
は
、

早
急
に
移
転
の
計
画
を
と

思
う
。
村
長
に
伺
う
。

平
成
26
年
度
地
域

防
災
計
画
の
見
直

し
、
津
波
に
関
わ
る
事
業

計
画
を
作
っ
て
い
る
。
住

民
に
関
す
る
各
所
管
デ
ー

タ
ー
情
報
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
は
、
都
内
、
各
県
に
サ
ー

バ
ー
を
持
ち
管
理
を
行
っ

て
い
る
。

　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
、
検
討
課
題
と

し
て
、
住
民
の
生
命
を
守

る
こ
と
を
優
先
す
る
。
26

戸
田
邦
市
議
員

介
護
保
険
改
正
と
村
の
対

応
に
つ
い
て

職
員
教
育
に
つ
い
て

人
事
評
価
規
程
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
費
制
度

に
つ
い
て
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恵
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
出

し
、
村
役
場
か
ら
元
気
を

発
信
し
て
い
き
た
い
。
観

光
は
地
域
経
済
の
か
な
め

で
あ
り
、
波
及
効
果
が
大

き
い
。
四
輪
駆
動
で
育
成

し
て
行
く
。
ま
た
、
式
根

島
の
介
護
施
設
の
拠
点
整

備
を
進
め
て
行
く
。 

清
水
欣
吾
議
員

26
年
度
の
施
政
方

針
を
総
括
す
る
と
、

村
長
の
カ
ラ
ー
が
現
わ
れ

て
い
な
い
。
思
っ
て
い
る

こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を

お
聞
か
せ
願
い
た
い
。
隠

れ
て
い
る
村
長
の
真
意
は

何
か
伺
う
。

私
は
地
域
を
活
性

化
さ
せ
て
地
域
と

共
に
生
き
て
い
く
こ
と
、

住
民
の
生
活
向
上
を
目
指

し
、
住
民
と
共
に
生
き
て

い
く
こ
と
、
こ
う
い
っ
た

こ
と
が
村
長
の
使
命
だ
と

考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
ア
イ
デ
ア
や
知

議
員
の
ひ
と
り
ご
と

　

新
村
長
の
目
玉
の
一
つ
に
住
民
集
会
が
あ
る
。
こ
れ
は
各
地
区
ご

と
に
住
民
の
み
な
さ
ん
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
村
長
が
直
に
住
民
の
意

見
や
要
望
を
聴
く
と
い
う
も
の
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
な
く
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。
村
長
が
住
民
の
意
見
を
取
り
入

れ
施
策
に
反
映
さ
せ
る
の
は
民
主
主
義
社
会
で
は
き
わ
め
て
順
当
な

や
り
方
と
い
え
る
。

　

一
方
、
議
員
の
側
か
ら
み
る
と
そ
れ
で
は
議
会
の
役
割
り
は
？
と

い
う
問
題
が
頭
を
も
た
げ
て
く
る
。
村
長
と
住
民
と
の
話
し
合
い
で

施
策
が
決
ま
る
の
で
は
あ
れ
ば
議
会
は
い
ら
な
い
の
で
は
、
と
い
う

不
要
論
が
出
来
す
る
。
だ
か
ら
議
員
と
し
て
は
気
に
な
る
動
向
で
あ

り
、
ま
た
刺
激
的
で
も
あ
る
。
村
長
と
同
じ
よ
う
に
議
員
も
住
民
の

代
表
で
あ
り
、
住
民
の
意
見
は
大
い
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
か
と
い
っ
て
住
民
の
意
見
を
そ
の
ま
ま
に
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
議
員
の
場
合
、
あ
る
程
度
広
い
視
野
を
持
ち
将
来
を
見
据

え
予
算
の
裏
付
け
を
伴
っ
た
実
現
可
能
性
な
ど
を
念
頭
に
入
れ
て
議

論
す
る
の
が
常
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
三
者
三
様
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
地
域

力
、
自
治
力
を
高
め
て
い
け
れ
ば
理
想
の
形
と
な
る
の
だ
が
…
…
。

の
か
？

村
は
開
け
て
い
な

い
。
使
用
者
に
設
置

許
可
も
出
し
て
い
な
い
。

村
の
施
設
に
勝
手

に
穴
を
開
け
た
の

な
ら
、
公
共
物
の
き
損
に

あ
た
り
、
犯
罪
行
為
で
は

な
い
か
？使

用
者
は
い
き
い

き
広
場
に
損
害
を

与
え
る
目
的
で
行
っ
て
お

ら
ず
、
犯
罪
行
為
と
す
る

の
は
過
剰
な
処
断
。

使
用
者
の
中
に
、

村
職
員
が
複
数
名

入
っ
て
い
る
。
「
新
島
村

職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び

効
果
に
関
す
る
条
例
」
で

は
ど
の
程
度
の
処
分
に
な

る
の
か
。懲

戒
処
分
の
対
象

で
は
な
い
と
考
え

る
が
、
設
置
許
可
が
な
い

の
に
穴
を
開
け
た
行
為
に

つ
い
て
は
、
当
事
者
職
員

に
厳
重
注
意
す
る
。

広
場
の
使
用
料
を

取
っ
て
ゴ
ル
フ
使

用
さ
せ
て
い
る
か
？

そ
の
と
お
り
。

広
場
に
６
ヶ
所
穴

が
あ
る
が
村
が
開

け
た
も
の
か
？
又
、
使
用

者
に
設
置
許
可
を
出
し
た

い
き
い
き
広
場
の
管
理
に

つ
い
て

そ
の
た
め
に
誰
よ
り
も
自

己
啓
発
に
励
み
、
自
身
の

資
質
を
高
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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　　“海岸付近に放置されたままの犬の糞”、“道路に散乱するたばこの吸い殻”　

“海岸や平成新島トンネル内にポイ捨てされた空き缶”このような観光地とは思え

ないマナーの悪い一部の住民や観光客。

　　これらの現状を見て、平成24年新島村議会の総務常任委員会は「地域の環境

衛生及び美化に務め、清潔で安心安全な生活環境を確保すること」を目標に「新

島村ポイ捨て禁止条例」の作成に取り掛かった。

　　議会が条例を議案提出するのは初めてと言うこともあって、条例案を作成する

のに２年間をついやしたが、「新島村ポイ捨て及びふん害の防止に関する条例」を

３月定例会議会でようやく可決成立した。

　　この条例は第１条から第17条までで構成され「村民の責務」「事業者の責務」

「所有者の責務」「喫煙者の責務」「飼い主の責務」「村の責務」等を明らかにし、

協力をお願いしている。ポイ捨ての禁止については容器入り飲み物の販売業者

に、「販売する場所に回収容器を設置し、適正な管理」を義務付している。

　　特に喫煙については「公道上での歩きながらの喫煙を禁止し、公道上で停止し

て喫煙する場合は、吸い殻入れを携行するか又は吸い殻入れを設置してある場

所のみ」とするなど環境を重視した条例となっている。

　　今後は罰則規定等詳細な施行規則を村に

お願いし、年度内に施行ができるよう勧めてい

きますが、美しい自然景観を保全し、観光地と

して清潔で安心安全な新島村の創出に議会

は村と一緒に努力してまいりますので、住民の

皆様方のご協力をお願いいたします。

　　詳細については「村の広報」や「議会だより」

等でお知らせいたしますのでご覧ください。

議長の目ランド

○○○新島村議会の「ポイ捨て及びふん害の防止に関する条例」○○○

アイ
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	 議　　会　　だ　　よ　　り	 第 68 号  平成 26 年 6月発行 

１２月１５日 （新島村長選挙が実施され、新村長に小澤博氏が当選）

１月　３日　新島村成人式に出席

１月　６日　新島消防団及び式根島消防団の

　　　　　　消防出初め式に出席

１月１８日　新島村駅伝大会・ロードレース
　　　　　　大会に出席

１月２１日　平成２６年第１回臨時会

２月　４日　全国町村議会議長会に出席

２月１７日　平成２６年第２回臨時会

２月１８日　平成２６年島嶼町村議会議長会総会、東京都町村会・同議長会

　　　　　　第１回合同会議に出席

２月２１日　平成２６年東京都町村議会議長会第１回定期総会に出席

３月　３日　議会運営委員会

３月１０日　平成２６年第１回定例会（２５日まで）

● ● 議 長 の 四 季 報 ● ●

編　

集　

後　

記

　

新
村
長
に
代
わ
っ
て
か
ら

最
初
の
全
体
的
な
人
事
異
動

も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
、
平

成
26
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　

施
政
方
針
の
中
で
各
町
会

や
各
産
業
の
皆
様
と
意
見
交

換
を
し
な
が
ら
相
互
理
解
を

深
め
た
い
と
あ
る
が
、
一
日

で
も
早
く
多
く
の
方
と
の
対

話
を
実
現
し
て
も
ら
い
た

い
。

　

住
民
生
活
は
停
滞
す
る
こ

と
な
く
動
き
続
け
て
い
る
。

新
体
制
に
対
し
、
期
待
が
大

き
い
反
面
、
住
民
と
の
対
話

が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
意

思
疎
通
は
遠
の
く
こ
と
に
な

ろ
う
。

　

一
度
に
す
べ
て
の
こ
と
を

実
行
で
き
る
と
は
大
多
数
の

住
民
が
思
っ
て
い
な
い
だ
ろ

う
。

　

優
先
順
位
を
つ
け
て
、
す

ぐ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
は
即
実
行
し
、
並
行
し

て
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
住
民

に
示
し
て
欲
し
い
。

　

先
ず
は
お
手
並
み
拝
見
。

●
広
報
編
集
委
員

　
　
　
　
　
　

戸
田　

邦
市


